
1．緒言

我が国の青少年の体力傾向について，文部科学

省は1964年より継続的な調査を行なっている。そ

れらの調査結果報告によると，1985年以降青少年

の体力が一貫して低下傾向にあることが明らかと

なっている5）。また，近年は基礎的な運動能力を

培うために重要な時期である幼児期においても，

4割を超える幼児の外遊び時間が1日1時間未満

であることが報告されており8），未就学期の深刻

な運動不足の現状が明らかになっている。これま

で体力に関する調査研究で用いられてきた指標

は，主に運動能力としての測定値であったが，中

村ら4）は，1985年の子どもと比較して低年齢層に

おける体力の低下だけでなく，運動動作や身体の

調整能力について運動動作の発達が成熟段階まで

到達しない傾向があることを報告している。

文部科学省は，2007年（平成19年）度から2009

年（平成21年）度までの3年間，全国の21市町村

に委託し，「体力向上の基礎を培うための幼児期

における実践活動の在り方に関する調査研究」を

実施した。その中で山形県酒田市では，2007年か

ら2011年にかけて子どもの体力向上事業として

「もっと遊べ 酒田の子ども」と題し，体力向上

の基礎を培うための幼児期（3歳から5歳）を対

象にした運動プログラム（「酒田市体力向上プロ

グラム」）を導入すると同時に，体力データと動

作を撮影した映像データの両面からその効果を検

証した。

本研究は，未就学児童を対象とした運動プログ
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ラムの導入前後の前転動作の発達パターンを評価

し，前転動作発達に対する運動プログラム導入の

効果を検証することを目的とした。

2．方法

2－1．被験者およびデータ取得状況

2007年から2011年にかけて，山形県酒田市内の

保育園・幼稚園25園に所属している幼児476名

（3歳児）を対象に映像データを取得した。映像

データの取得は，運動プログラム導入前（5月）

と22回の運動プログラム導入後（2月）の合計2

回にわたってデジタルビデオカメラを用いて前転

動作を側方より撮影した（図1）。また，被験者

には2回の試技を行なわせ，動作発達パターン段

階が進んでいると評価した1試技を分析データと

した。

データ取得後，運動プログラム導入前後の2回

のデータが取得できなかった被験者については分

析対象から削除し，分析データを整理した。その

結果，分析データ対象者は340名となった。

2－2．運動プログラム（酒田市体力向上プログ

ラム）

山形県酒田市では2007年から2011年に掛けて幼

児の体力向上を目的とした運動プログラム「酒田

市体力向上プログラム」を導入した。「まわる・

転がる」（前転動作）をテーマとしたプログラム

を抜粋し以下に記す。

第1回 テーマ：転がったり，転がしたりする。

1．ウォーミングアップ

アイーダ アイダ（36種類の運動動作を集

約した踊り）

2．テーマレッスン

1人で遊ぶ

・自由に転がって遊ぶ

・ボールを転がして遊ぶ

みんなで遊ぶ

・お友達同士で転がしあう

・ボールをお友達の足の下を通す

3．テーマの要素が入った遊び・ゲーム

山あり谷あり：マットで山を作って転がっ

て遊ぶ

第2回 テーマ：縦まわりをする。目標に向かっ

てボールを転がす。

1．ウォーミングアップ

アイーダ アイダ

2．テーマレッスン

① 1人で遊ぶ

・でんぐり返しに挑戦

・体でボールを転がす

・人の山を転がりながら越えていく

3．テーマ要素の入った遊び・ゲーム

① キャタピラレース：ダンボールを使っ

てころころ回る

② 爆弾ゲーム：転がしたボールをよけて

遊ぶ

第3回 テーマ：これまでの遊び方の難易度を高

くする

第4回 テーマ：覚えた動作を使って遊ぶ
文部科学省報告書［2011］より引用

図1 前転動作の映像データ取得状況
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1．ウォーミングアップ

アイーダ アイダ

2．テーマレッスン

1．1人で遊ぶ

・転がって，転がして

・棒を使って転がす

2．みんなで遊ぶ

・道具を使って転がす

3．テーマ要素の入った遊び・ゲーム

2－3．データ分析方法

文部科学省の調査報告［2011］内の幼児の転が

る動作発達パターン（図2）を参考に，①手を置

く位置（頭部の下，前方，後方），②頭部を着く

位置（頭頂部，前頭部，後頭部），③体幹の状態

（湾曲，伸展），④着地時の脚部の状態（伸展，屈

曲）の4つのカテゴリーについて分類し，得点化

した。それぞれの動作様式を下記に記す。

①手を置く位置

� 頭部の下：3点

� 頭部の後方：2点

� 頭部の前方：1点

②頭部を着く位置

� 後頭部：3点

� 頭頂部：2点

� 前頭部：1点

③体幹の状態

� 湾曲：2点

� 伸展：1点

④着地時の脚部の状態

� 屈曲：2点

� 伸展：1点

各被験者の前転動作について上記の動作評価得

点を付与し，運動プログラム導入直後と1年後で

の総合動作評価得点と毎分類カテゴリーの合計動

作評価得点を算出した。統計処理は，運動プログ

ラム前後の2郡間について対応のある t検定に

よって行なった。その際，棄却率は5％水準とし

た。

3．結果

映像データの分析の結果，総合動作評価得点

は，運動プログラム導入前後で有意な増加が認め

られた（p＜0．01）（図3）。また，カテゴリー毎

文部科学省報告書［2011］より引用
図2 転がる動作発達パターン
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の合計動作評価得点は，前転運動中の体幹が湾曲

する状態において顕著な増加がみられた（p＜

0．01）（図4）。

4．考察

本研究は，山形県酒田市において幼児の基礎的

運動能力の向上を目的として，2007年から2011年

にかけて導入された運動プログラムの前転動作発

達に対する効果を検証することを目的とした。

分析方法として，文部科学省8）の前転動作発達

パターンを参考にして，データの迅速なフィード

バックを目的に前転動作の分類カテゴリーを設定

した。その後，各カテゴリーにおいて動作評価得

点を付与し，前転動作における全被験者の合計得

点と動作評価カテゴリー毎の合計得点を算出し，

得点データを運動プログラム導入前と導入後に分

類し統計的な分析を行なった。

分析の結果，前転動作の総合動作評価得点につ

いては，運動プログラム導入前後で顕著な増加が

認められた（図3）。このことは対象とした被験

者の前転動作の全体的な発達傾向が進んだものと

考えられる。また分析対象とした21園の中で前転

動作の発達が見られた園は15園あり，多くの被験

者と多くの園に発達傾向が見られたと考えられ

る。

一方，前転動作の動作評価カテゴリー毎の合計

得点については，体幹の状態のみ，運動プログラ

ム導入前後で顕著な増加がみられた。このこと

図3 総合動作評価得点結果

図4 カテゴリー毎の合計動作評価得点
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は，運動プログラム導入以前は前転中の体幹が伸

展していた幼児が多かったものの，プログラム導

入後に体幹を湾曲しながら前転を行う幼児が増加

したことを示している。

手を置く位置と頭を着く位置については，運動

プログラム導入前より頭部を手の下につける幼児

が多かったことから，幼児期以前に習得している

傾向が強いことが示唆された。一方，着地時の脚

の姿勢については，運動プログラム導入後も下肢

の関節の屈曲を行なって起き上がることができな

い幼児が多い傾向が見られた。これらの傾向を文

部科学省の調査結果と比較したところ，手を置く

位置と頭を着く位置については，動作発達パター

ンに特徴が記されておらず，前転動作の習得にそ

れほど関与しない可能性が考えられる。一方で，

着地時の脚の状態については，被験者の多くが達

することのできなかった発達段階の中で確認する

ことができたことから，下肢の関節運動を伴って

前転動作を行なうことは動作習得の難易度が高い

可能性が考えられた。

前転動作中の体幹の湾曲については，運動プロ

グラム導入前後で向上する傾向を示しており，前

転動作の発達に貢献する可能性が示唆された。し

かしながら，前転動作中に正しく手を置くことや

頭を着くことについては，運動プログラム導入以

前に習得している可能性が示唆された。また，前

転運動を終了させる役割がある着地の姿勢につい

ては，未就学期以後に習得することが考えられ

る。

以上のことから，前転動作は日常生活で用いら

れることが少ない動作であることから，本研究で

用いたような運動プログラムを導入することで幼

児期に刺激を与える必要があるものの，動作後半

になるに従って難易度が上がってくることも考慮

する必要性があることが示唆された。
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